
デジタル・スマートシティに関する取組報告（実績報告）

課題解決に向けたアイデアとソリューションの充実
若者の巻き込み
交流の場の充実



 静岡大学の学生団体との連携 駐輪場混雑度可視化アプリ「ちゅーりんうぉっち」
• 静岡大学情報学部公認の学生団体「ITソルーション室」がデータ・フュージョン・キャンプ2025に参加し、

駐輪場混雑度可視化アプリ「ちゅーりんうぉっち」を開発。

• 駐輪場に設置したAIカメラの観測データに基づき、駐輪場の混雑状況をリアルタイムに地図上に可視化。

観測データは行政にも提供し、駐輪台数のカウント作業や放置自転車の取り締まり、盗難対策対応に役立てる。

 浜松聖星高校との連携 「道路損傷通報システム いっちゃお！」の取組
• 浜松聖星高校と浜松市（道路保全課、デジタル・スマートシティ推進課）が連携し、浜松聖星高校の全生徒（約600名）

が発見した道路損傷等について、浜松市公式LINE「しゃんべぇ情報局」の「通報サービスいっちゃお！」により通報を

行うことで、浜松市のまちづくりに貢献し、浜松市のまちづくりや地域課題について「自分事」として考えてもらう

機会とするもの。

• 令和6年10月～11月、令和7年6月～7月の2回実施している。

 アーバンデータチャレンジ2025
• （一社）社会基盤情報流通推進協議会（AIGID）が主催するコンテスト。全国の地方自治体・企業・大学・市民活動組織等が、

データを活用して地域課題解決に挑戦する取組を幅広く募集し、優秀な取組を表彰するもの。

• エントリー総数169件のうち、一般部門で静岡大学ITソルーション室「ちゅーりんうぉっち」が 金賞を受賞、

浜松聖星高校「通報しに行っちゃお！言っちゃお！～若者の社会参画の促進～」が銀賞・実行委員会特別賞を受賞した。

静岡大学、浜松聖星高校との連携






























































